
 

年頭に寄せて 

 

 平成２７年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。 

アベノミクスが始動してから約二年が経ち、経済の好循環が回り

始めています。少子高齢化や、国内市場の縮小が進む一方、国内で

のものづくり再評価や、ビックデータ・ITの活用等による製品や工

程の革新など、ものづくり産業の新たな胎動も感じられる昨今、こ

の好循環を確かなものにするためにも、我が国産業のいわば稼ぎ頭

である製造業の競争力強化策を積極的に進めていくことが不可欠で

す。経済産業省としましては、以下の施策に特に注力してまいりま

す。 

第一に、少子高齢化への対応やものづくり現場の生産性向上のた

め、ロボットの活用を支援していきます。有識者等を集めた「ロボ

ット革命実現会議」において、ロボットの更なる活用に向けた実効

性のある計画を策定し、実用化段階にある技術の導入加速、現場ニ

ーズに即応した市場化技術開発、広い分野で利用可能な次世代ロボ

ット技術開発、ロボットを効果的に活用するための規制緩和及び新

たな法体系・利用環境の整備、消費者保護の観点から必要となる枠

組みの整備を行ってまいります。 



 

第二に、国内市場が縮小する中、海外成長市場の獲得や、新たな

産業の担い手の育成が重要です。特に地域に根付きながら海外へ展

開し、グローバルなシェアを持つグローバルニッチトップ（ＧＮＴ）

企業を支援していきます。ＧＮＴ企業や、将来ＧＮＴ企業に飛躍す

る可能性のある全国の中堅企業に対して、オープンイノベーション

の促進、企業ＯＢ等を活用した現場における生産性の向上、ジェト

ロによる海外販路開拓の支援などを積極的に行ってまいります。 

第三に、円高是正や、中国・タイなどにおける人件費の上昇等を

契機に、国内でのものづくりを再評価する動きがあります。こうし

た動きを後押しするため、我が国の立地競争力を高め、世界のヒト、

モノ、カネを日本に惹きつけるため、法人税について数年で二十パ

ーセント台まで引き下げるなど、成長志向に重点を置いた諸改革に

取り組んでいきます。 

最後に、製造業の競争力向上を目指すドイツのイニシアチブであ

るインダストリ４．０にも見られるように、デジタル化によって、

製造業を巡る状況が大きく変わって来ています。製品データを解析

することによる保守サービスの高度化や、生産ラインにはりめぐら

せたセンサーの情報を活用した生産の効率化などがその一例です。



 

こうした動きに対応した新たな製造業の姿を模索していくことも重

要な課題と認識し、必要な対策を検討してまいります。 

末筆ながら、本年の皆様の御健康と御多幸を、そして我が国製造

業の着実な発展を祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせていただ

きます。 

 

平成２７年元旦 

製造産業局長  黒田 篤郎 

 

 

 


